
自動車保険 団体割引率変更のご案内

アルプスアルパイングループ社員の皆様へ

■団体割引率と損害率の関係

ALAPグループ団体扱自動車保険の団体割引率は、

直近４年間の保険会社の収入保険料と支払保険金との

比率(損害率)で決定されます。

損害率が良好なほど割引率が拡大し、損害率が上昇

するほど割引率が縮小します。

■安全運転(事故防止)ご協力のお願い

団体扱自動車保険はみなさまの安全運転が全体の団体

割引率の維持・拡大につながります。

団体割引率の維持･拡大のため、また、みなさまに安心・

快適なカーライフを送っていただくためにも、引き続き

安全運転にご協力をお願いいたします。

自動車事故を未然に防ぐ為、安全運転支援機能が充実

したドライブレコーダー(｢GKクルマの保険｣プレドラ)の

設置推奨を行っております。
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近年の支払保険金推移・

変更前 団体割引率23.5%
(2025年5月31日以前を契約の初日とする契約)

変更後 団体割引率21.0%
(2025年6月1日以降を契約の初日とする契約)

自動車保険の団体割引率が202５年6月1日から変更となります

団体割引率は、アルプスアルパイングループ(以下ALAPグループ)の皆さまからいただく保険料と、

実際に事故等で支払われた保険金との比率（損害率）によって決定されます。

この損害率は毎年変動するため、それに伴って団体割引率も変更されます。

近年は豪雨や台風等の自然災害の発生、高額事故の発生や事故件数の増加、物価上昇に伴う事故時の

修理費用の高騰などにより、一般的に支払保険金・損害率は増加傾向にあります。

何卒ご理解いただけますようお願い申し上げます。

■近年の損害発生状況について

近年で最も事故の多かった2022年の事故発生件数は

948件で、うち事故形態として多かったものは、道路工

作物への衝突(162件)、交差点直進(59件)、並進車接

触(52件)でした。

2020年～2022年の３年間においては、事故の件数

だけでなく、損害額も大幅に上昇しております。

損害率
上昇

良好に推移 上昇傾向損害率


	タイトルなしのセクション
	スライド 1


